
市
民
文
芸

短
　
歌

水
野
昌
雄
選

俳
　
句

森
田
公
司
選

川
　
柳

松
岡
惠
美
子
選

No.642
10

降
り
し
き
る
雨
に
ぬ
れ
て
も
ま
っ
す
ぐ
に

色
あ
ざ
や
か
な
彼
岸
花
咲
く
　
　
　
　
　
　
　
里
　
　
柴
田
　
境
子

マ
ン
シ
ョ
ン
の
階
段
踏
み
し
め
の
ぼ
り
ゆ
く

嫁
に
届
け
る
巨
峰
ひ
と
房
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
3

神
谷
安
久
子

一
筋
の
雲
が
浮
か
ん
だ
夏
空
を

カ
ラ
ス
ぶ
ら
下
げ
オ
オ
タ
カ
が
飛
ぶ
　
　
　
　
桜
6

藤
波
不
二
雄

わ
だ
か
ま
り
居
り
し
も
い
ま
は
消
え
ゆ
き
て

明
日
の
朝
食
の
こ
と
考
え
る
　
　
　
　
　
　
　
里
　
　
堀
部
　
悦
子

あ
え
ぎ
つ
つ
登
り
て
来
た
る
中
尊
寺

金
色
堂
は
輝
く
浄
土
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
3

藤
原
　
光
信

手
作
り
の
枝
豆
と
う
ふ
届
き
た
り
　
　
　
　
　
緑
1

村
岡
ト
シ
子

み
ん
み
ん
の
日
の
出
を
待
ち
て
鳴
き
始
む
　
　
桜
1

奥
山
　
賢
助

玉
入
れ
の
歓
声
あ
が
る
秋
日
和
　
　
　
　
　
　
本
1

河
崎
　
シ
ズ

あ
る
な
し
の
風
に
揺
れ
を
り
秋
桜
　
　
　
　
　
本
2

市
川
　
和
夫

裏
年
の
柿
の
い
く
つ
か
生
り
に
け
り
　
　
　
　
桜
2

奥
野
　
栄
吉

推
敲
を
重
ね
て
を
り
ぬ
秋
灯
下
　
　
　
　
　
　
里
　
　
秋
本
と
め
み

く
れ
な
ゐ
の
極
め
て
を
り
ぬ
雁
来
紅
　
　
　
　
南
2

高
橋
　
節
子

夕
暮
の
ス
ス
キ
の
音
の
サ
ラ
サ
ラ
と
　
　
　
　
坂
4

西
野
　
定
雄

行
間
に
楽
し
み
が
あ
る
時
間
表
　
　
　
　
　
　
里
　
　
渡
邊
　
左
吉

生
き
方
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
手
本
よ
い
夫
婦
　
　
　
本
4

山
野
　
栄
子

か
も
知
れ
ぬ
事
に
気
を
病
む
日
の
重
い
　
　
　
本
3

加
藤
　
レ
イ

効
く
ほ
ど
に
薬
の
強
さ
怖
く
な
り
　
　
　
　
　
南
5

吉
村
戸
支
子

突
然
の
寒
気
襲
わ
れ
猛
暑
去
る
　
　
　
　
　
　
坂
3

永
井
　
久
江

灼
熱
の
太
陽
浴
び
て
ポ
ー
ズ
と
り
　
　
　
　
　
本
2

柳
田
の
ぶ
子
　

今
度
こ
そ
幸
せ
祈
る
こ
の
想
い
　
　
　
　
　
　
里
　
　
柿
沼
　
君
子

ず
れ
込
ん
だ
九
月
の
夏
日
汗
を
ふ
き
　
　
　
　
里
　
　
吉
田
　
長
慶

日
　
時

11
月
13
日
（
土
）
午
前

10
時
〜
午
後
3
時
※
雨
天
決
行

場
　
所

埼
玉
高
速
鉄
道
浦
和
美

園
車
両
基
地
（
浦
和
美
園
駅
下
車

徒
歩
7
分
、
駐
車
場
な
し
）

内
　
容

運
転
席
体
験
、
保
守
点

検
車
両
や
洗
車
機
内
の
電
車
乗

車
、
鉄
道
模
型
コ
ー
ナ
ー
な
ど

費
　
用

無
料
（
予
約
不
要
）

問
合
せ

埼
玉
高
速
鉄
道
株
式
会

社
1
0
4
8
・
8
7
8
・
6
8
6

5
（
平
日
の
み
）

日
　
時

11
月
1
日
（
月
）
〜
16

日
（
火
）
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

場
　
所

市
役
所
お
よ
び
鳩
ヶ
谷

氷
川
神
社

問
合
せ

彩
の
菊
花
会
・
木
村
1

2
8
4
・
8
1
0
7

日
　
時

11
月
19
日
（
金
）
午
後

6
時
半
開
演

場
　
所

市
民
セ
ン
タ
ー
「
ダ
ヴ
」

出
演
者

古
今
亭
志
ん
橋
、
桂
文

雀
、
柳
家
喬
之
進
、
林
家
ひ
ろ
木
、

三
遊
亭
粋
歌
、
春
風
亭
朝
呂
久

費
　
用

2
0
0
0
円
（
前
売
）、

2
2
0
0
円
（
当
日
）

問
合
せ

鳩
ヶ
谷
を
面
白
く
す
る

会
・
上
田
1
2
8
5
・
6
2
0
8

認
知
症
の
方
を
介
護
す
る
者
同

士
、
気
軽
に
話
を
し
ま
し
ょ
う
。

日
頃
相
談
し
づ
ら
い
こ
と
を
何
で

も
言
葉
に
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
　
時

11
月
18
日
（
木
）
午
後

1
時
〜
2
時
半

場
　
所

福
祉
セ
ン
タ
ー

対
　
象
　
認
知
症
の
方
を
介
護
さ

れ
て
い
る
ご
家
族
、
過
去
に
介
護

経
験
が
あ
る
方
、
家
族
会
の
運
営

に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方

費
　
用

無
料
（
当
日
参
加
可
）

申
込
み
・
問
合
せ

市
東
部
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
1
2
8
4
・

1
2
5
0

日
　
時

11
月
26
日
（
金
）
午
後

1
時
半
〜
3
時

場
　
所

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

ベ
ル
ホ
ー
ム
1
階

内
　
容

手
作
り
楽
器
を
使
っ
て

一
緒
に
音
楽
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

講
　
師

毒
島
君
江
氏
（
元
市
内

中
学
校
音
楽
教
諭
）

対
　
象
　
65
歳
以
上
の
方
20
人

費
　
用

無
料
（
当
日
参
加
可
）

申
込
み
・
問
合
せ

市
西
部
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
1
2
8
0
・

5
2
2
2

経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済
（
中
小

企
業
倒
産
防
止
共
済
制
度
）
は
、

取
引
先
の
突
然
の
倒
産
が
原
因

で
、
経
営
悪
化
の
危
機
に
直
面
し

て
し
ま
っ
た
と
き
に
資
金
を
借
入

れ
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
、
中

小
企
業
を
守
る
た
め
に
国
が
つ
く

っ
た
共
済
制
度
で
す
。

無
担
保
・
無
保
証
人
で
、
積
み
立

て
掛
金
の
10

倍
の
範
囲
内

（
最
高
3
2
0

0
万
円
）
で

被
害
額
相
当

の
共
済
金
が
借
入
れ
可
能
で
す
。

詳
細
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

中
小
企
業
基
盤
整
備
機

構
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
1
0
5
0
・

5
5
4
1
・
7
1
7
1

青
色
申
告
さ
れ
る
個
人
事
業
主

の
方
を
対
象
に
、
青
色
申
告
決
算

書
の
作
成
方
法
や
注
意
点
な
ど
の

説
明
会
を
行
い
ま
す
。

日
　
時

q
12
月
3
日
（
金
）
・

w
6
日
（
月
）
・
e
8
日
（
水
）

午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
1
時
半

〜
3
時
半
　

場
　
所

q
川
口
市
立
青
木
会
館

w
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー

（
S
K
I
P
シ
テ
ィ
内
）
e
草
加

市
立
中
央
公
民
館

問
合
せ

川
口
税
務
署
1

2
5

2
・
5
1
4
1

投稿は 1 部門 2 首（句）以内。部門を明記し漢字にはふりがなをふり毎月末日までに。掲載は 1 人 1 部門とさせていただきます。
なお、掲載作品は、選者により添削されている場合があります。

第
9
回

認
知
症
家
族
の
集
い

第
38
回
鳩
ヶ
谷
寄
席

第
14
回
彩
の
菊
花
会

「
菊
花
展
覧
会
」

埼
玉
高
速
鉄
道
㈱

「
車
両
基
地
見
学
会
」

認
知
症
予
防
教
室

経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済

青
色
申
告
説
明
会



日
　
時

毎
月
第
3
木
曜
、
午
後

1
時
半
〜
4
時

場
　
所

不
動
産
会
館
（
川
口
市

並
木
2
の
24
の
21
）

問
合
せ
　
県
宅
地
建
物
取
引
業
協

会
1
2
5
5
・
7
7
1
1

日
　
時
　
11
月
12
日
（
金
）
午
後

1
時
半
〜
午
後
4
時

内
容

薬
物
依
存
症
の
治
療
と

回
復
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く

説
明
し
ま
す
。

講
　
師

成
瀬
暢
也
氏
（
精
神

科
医
）、
リ
ハ
ビ
リ
施
設
職
員

定
　
員

80
人

申
込
み

11
月
11
日
（
木
）
ま
で

に
川
口
保
健
所
へ

問
合
せ

川
口
保
健
所
1

2
6

2
・
6
1
1
1

日
　
時

q
11
月
27
日
（
土
）
w

12
月
5
日
（
日
）、
い
ず
れ
も
午

後
2
時
〜
4
時

場
　
所
　
や
す
ら
ぎ
会
館
3
階

内
　
容

q
「
こ
れ
か
ら
の
お
葬

式：

あ
な
た
ら
し
い
お
葬
式
」
w

「
お
葬
式
に
か
か
る
費
用
は
い
く

ら
？
」

費
　
用

無
料

講
　
師

鎌
田
明
氏
（
N
P
O
法

人
全
国
葬
送
支
援
協
議
会
副
理
事
長
）

定
　
員

各
30
人
（
先
着
順
）

問
合
せ

N
P
O
法
人
全
国
葬
送

支
援
協
議
会
鳩
ヶ
谷
支
部
・
前
田

1
2
8
3
・
8
3
5
7

日
の
み
）

問
合
せ

埼
玉
司
法
書
士
会
1
0

4
8
・
8
6
3
・
7
8
6
1

地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム

「
e
L
T
A
X
」
更
改
に
伴
い
、

11
月
18
日
〜
25
日
は
サ
ー
ビ
ス
を

停
止
し
ま
す
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
1
0

5
7
0
・
0
8
1
・
4
5
9

B

地
方
法
務
局
（
本
局
）
の
庁
舎

移
転
（
11
月
22
日
（
月
）
か
ら
）

移
転
先

さ
い
た
ま
市
中
央
区
下

落
合
5
の
12
の
1
、
1
0
4
8
・

8
5
1
・
1
0
0
0

B

全
国
一
斉
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
強
化
週
間

日
　
時

11
月
15
日
（
月
）
〜
21

日
（
日
）、
午
前
8
時
半
〜
午
後

7
時
、
た
だ
し
20
日
・
21
日
は
午

前
10
時
〜
午
後
5
時

内
　
容

電
話
に
よ
る
相
談
1
0

5
7
0
・
0
7
0
・
8
1
0

日
　
時

11
月
20
日
（
土
）
午
後

1
時
〜
5
時

場
　
所

鳩
ヶ
谷
市
役
所
2
階

相
談
内
容
　
借
金
、
交
通
事
故
、

土
地
、
建
物
、
近
隣
な
ど

問
合
せ
　
川
口
調
停
協
会
（
川
口

簡
易
裁
判
所
内
）
1
2
5
2
・
3

7
7
0
（
毎
週
月
曜
・
水
曜
・
金

曜
、
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
）

前
9
時
〜
午
後
6
時
。平
日
の
み
）

県
で
は
、
公
共
交
通
の
あ
り
方

を
検
討
す
る
た
め
11
月
中
旬
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

対
　
象

S
R
沿
線
や
バ
ス
路
線

の
沿
線
に
お
住
ま
い
の
方

調
査
票
が
配
布
さ
れ
た
方
は
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

県
交
通
政
策
課
1
0
4

8
・
8
3
0
・
2
2
3
9

23
年
版
埼
玉
県
民
手
帳
を
、
県

統
計
相
談
室
や
一
部
の
書
店
、
市

役
所
5
階
総
合
政
策
課
で
、
12
月

24
日
（
金
）
ま
で
頒
布
し
て
い
ま

す
。（
頒
布
価
格
5
0
0
円
）

問
合
せ
　
県
統
計
協
会
1

0
4

8
・
8
3
0
・
2
3
3
0

B

生
活
保
護
1
1
0
番

日
　
時

11
月
21
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
4
時

内
　
容

司
法
書
士
に
よ
る
生
活

保
護
に
関
す
る
電
話
相
談
会
1
0

1
2
0
・
0
5
2
・
0
8
8
（
当

日
の
み
）

問
合
せ

埼
玉
青
年
司
法
書
士
協

議
会
・
高
柳
1

0
4
9
・
2
7

7
・
6
2
1
0

B

労
働
ト
ラ
ブ
ル
1
1
0
番

日
　
時

11
月
23
日
（
火
・
祝
）

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

内
　
容

司
法
書
士
に
よ
る
労
働

問
題
に
関
す
る
電
話
相
談
会
1
0

4
8
・
8
7
2
・
8
0
5
5
（
当

と
な
る
方

※
定
期
的
な
活
動
報
告
や
県
事
業

へ
の
参
加
、
守
秘
義
務
遵
守
な
ど

条
件
が
あ
り
ま
す
。

※
応
募
方
法
等
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
川
口
保
健
所
、
県
動
物

指
導
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
に
あ
る
募

集
要
領
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

県
生
活
衛
生
課
1
0
4

8
・
8
3
0
・
3
6
1
2

日
　
時

12
月
17
日
（
金
）
午
後

1
時
〜
4
時

場
　
所

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

ビ
ル
4
階
市
民
ホ
ー
ル

対
　
象

参
加
企
業
＝
約
30
社
、

参
加
学
生
＝
23
年
3
月
大
学
・
短

大
・
専
門
学
校
を
卒
業
見
込
み
の

方
（
1
〜
3
年
以
内
の
既
卒
者
参

加
可
）、
履
歴
書
持
参
、
予
約
不
要
、

入
退
場
自
由
で
す
。

問
合
せ

県
雇
用
対
策
協
議
会
1

0
4
8
・
6
4
7
・
4
1
8
5

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に

対
す
る
特
別
給
付
金
の
請
求
を
受

け
付
け
ま
す
。

対
　
象

戦
後
強
制
抑
留
者
で
22

年
6
月
16
日
現
在
、
日
本
国
籍
を

有
す
る
ご
存
命
の
方

申
込
み

24
年
3
月
31
日
ま
で

※
請
求
書
類
が
届
い
て
い
な
い
方

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

平
和
祈
念
事
業
特
別
基

金
1
0
5
7
0
・
0
5
9
・
2
0

4
（
IP
電
話
・
P
H
S
は
、
0

3
・
5
8
6
0
・
2
7
4
8
、
午

お
馴
染
み
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
メ
ロ

デ
ィ
ー
や
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
名
曲
な

ど
、
目
と
耳
と
体
で
感
じ
る
心
響

く
音
楽
会
で
す
。

日
　
時

12
月
3
日
（
金
）
午
前

11
時
半
〜
午
後
0
時
半
（
午
前
11

時
開
場
）

場
　
所

市
民
セ
ン
タ
ー
ダ
ヴ
2

階
多
目
的
ホ
ー
ル

対
　
象
　
未
就
学
児
と
保
護
者
、

プ
レ
マ
マ
と
パ
パ
150
人（
先
着
順
）

後
　
援

市
社
会
福
祉
協
議
会

費
　
用

無
料

申
込
み
・
問
合
せ
　
（
主
催
）
は

と
が
や
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ハ

ー
モ
ニ
ー
・
E
メ
ー
ルharm

ony
_hatogaya@

yahoo.co.jp

ま
た
は

子
育
て
ひ
ろ
ば
ポ
ッ
ポ
　（
気
付
）

1
2
8
7
・
4
6
1
1

県
で
は
、
動
物
の
愛
護
や
正
し

い
飼
い
方
に
関
す
る
情
報
の
普
及

啓
発
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数

約
50
人

任
　
期

委
嘱
の
日
か
ら
26
年
3

月
31
日
ま
で

応
募
期
間

11
月
30
日
（
火
）
ま
で

資
　
格

県
内
在
住
の
20
歳
以
上

の
方
で
、
動
物
の
愛
護
や
正
し
い

飼
い
方
の
知
識

や
技
能
を
持
ち
、

ま
た
は
動
物
を

適
正
に
飼
養
し
、

地
域
で
の
模
範

11
No.642

彩
の
国
動
物
愛
護
推

進
員
の
募
集

民
事
調
停
相
談
会

お
葬
式
セ
ミ
ナ
ー

心
に
響
く

ク
リ
ス
マ
ス
音
楽
会

さ
い
た
ま
地
方
法
務

局
か
ら
の
お
知
ら
せ

1
0
4
8
・
8
6
3
・
2
2
1
1

不
動
産
無
料
相
談

公
共
交
通
の
利
用
ア
ン

ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者

特
別
給
付
金

埼
玉
県
民
手
帳

市
民
講
座

「
薬
物
依
存
症
」

求
人
企
業
合
同
面
接
会

司
法
書
士
の
相
談
会

e
L
T
A
X
の
更
改


